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1 はじめに
素粒子物理学とは、物質の究極の構成要素である素粒子、及びそれらの相互作用について
究明していく学問分野である。この分野は 20世紀以降、実験技術の向上に伴い急速に発展
を遂げ、現在「標準模型」として知られる模型を築き上げるに至った。今回の講演では、こ
の標準模型についてその概要を説明する。

2 講演内容
今回の講演の目標は、標準模型のラグランジアンを書き下し、その意味を説明することで
ある。
まずはじめに、素粒子物理学とはどのような分野なのかについて簡単に説明し、前提知識
や背景（特殊相対論、ディラック方程式など）を簡単に導入する。次に、標準模型に登場す
る粒子（場）について説明し、不変性や繰り込み可能性などの要請からラグランジアンを構
成する。そして、（一部の）素粒子に質量を与える機構であるヒッグス機構について説明し、
ヒッグス場が関わる部分のラグランジアンを書き下す。最後に、標準模型のラグランジアン
を使って、素粒子の実際の反応についていくつかの例をお話ししようと思う。
前提知識としては、学部 2年生程度の解析力学、電磁気学、量子力学の知識を仮定する。
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